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浄
土
宗
正
定
寺
は
寛

か
ん
し
ょ
う正

三
年

（
一
四
六
二
）、
鎌
倉
光
明
寺

の
僧
で
あ
っ
た
貞て

い
よ誉

上
人
に
よ

っ
て
開
創
さ
れ
ま
し
た
。
阿
弥

陀
信
仰
の
拠
点
と
し
て
専
修
院
、

正
明
院
と
い
う
塔た

っ
ち
ゅ頭
寺
院
を
有

し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
知
り

志
太物

語
浄じ

ょ
う
よ誉

上
人
と
弁
財
天
の
由
来

　

貞
じ
ょ
う
き
ょ
う享元

年
（
一
六
八
四
）、
十
四 

世
と
し
て
浄
誉
上
人
が
住
職
と

な
り
ま
し
た
。
実
は
そ
の
前
年
、

弁
天
様
が
枕
も
と
に
現
れ
「
汝

な
ん
じ、

我
を
信
ず
る
こ
と
久
し
、
汝
に

富ふ
う
き貴

を
授
け
ん
」
と
の
お
告
げ

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
正
定

寺
の
住
職
と
な
っ
た
翌
年
、
近

江
国
の
練れ

ん
し
ん信
と
い
う
老
人
が
現

れ
、「
弘
法
大
師
作
と
伝
わ
る
弁

天
様
が
夢
に
現
れ
、
正
定
寺
に

私
を
送
り
届
け
よ
」
と
の
お
告

げ
が
あ
っ
た
と
弁
才
天
を
置
い

本
願
の
松
は
藤
枝
市
指
定
文
化
財

不
思
議
な
弁
財
天
の
由
来
と
繁
栄

報
恩
の
た
め
に
本
堂
の
前
に
松

の
木
を
植
え
ま
し
た
。　
　

　

こ
の
松
が
昭
和
六
十
一
年
藤

枝
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
「
本
願
の
松
」（
別
名
・
延

命
の
松
）
で
す
。
そ
の
後
、
門

前
に
は
花
屋
、
茶
屋
が
並
び
通

称
弁
天
町
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

芸
能
界
か
ら
も
信
仰
さ
れ
、
松

の
袂

た
も
と
に
は
、
杵き

ね
や屋
英
次
郎
の
記

念
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

公
立
学
校
開
校
・「
藤
枝
梅
安
」

　

明
治
七
年
に
は
、
木
町
と

河
原
町
が
正
定
寺
に
公
立
学

校
「
鴻こ

う
ぜ
ん
し
ゃ

漸
舎
」
を
開
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
十
九
年
に
は
、
東

京
大
森
第
三
小
学
校
か
ら
の
学

童
疎そ

か
い開

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
七
年
弁
天
堂
が
再

建
さ
れ
、
平
成
二
年
に
再
建

二
十
周
年
を
記
念
し
杉
村
孝
作

の
「
弁
天
わ
ら
べ
地
蔵
」
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
池
波

正
太
郎
の
小
説
「
藤
枝
梅ば

い
あ
ん安
」

で
は
父
親
の
墓
が
あ
る
と
さ
れ
、

梅
安
も
し
ば
ら
く
寺
に
預
け
ら

れ
た
と
な
っ
て
い
ま
す
。
藤
枝

二
―
三
―
二
七
（
小
嶋
良
之
）

て
い
っ
た
の
で
す
。
早
速
弁
天

堂
を
建
立
す
る
と
こ
の
話
が
広

が
り
、
多
く
の
人
々
が
参
詣
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

田
中
藩
主
の
信
仰
と
本
願
の
松

　

田
中
藩
十
四
代
藩
主
土と

き
た
ん

岐
丹

後ご
の
か
み
よ
り
と
し

守
頼
稔
も
こ
の
弁
財
天
を
信

仰
し
時
々
参
詣
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
大
阪
城
代
に
出
世
し
た
の

で
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）、

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

や
い
ち
ゃ
ん
ぬ
い
ぐ
る
み

志
太
新
名
物
探
訪

本ほ

ん

願が

ん

の
松
の
あ
る
正し

ょ

う

定じ

ょ

う

寺じ

待
望
の
日
本
遺
産
認
定
で
す
ね

　

六
月
十
九
日
に
文
化
庁
か
ら

認
定
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
遺
産
は
、
地
域
の
歴
史
的

魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国

の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
文
化
庁
が
認
定
す
る
も

の
で
す
。
今
回
が
最
終
年
度
で

二
十
一
件
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
で
は
三
島
市
、
函
南
町
他

二
市
町
の
「
箱
根
八
里
で
辿
る

遥
か
な
江
戸
の
旅
路
」
に
次
い

で
二
番
目
の
認
定
で
す
。
今
回
、

藤
枝
と
静
岡
市
の
連
携
し
た
取

り
組
み
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
は

本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

ど
ん
な
内
容
な
ん
で
す
か

　
「
日
本
初
『
旅
ブ
ー
ム
』
を

起
こ
し
た
弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん
、

駿
州
の
旅
」
と
い
う
物
語
に
仕

立
て
て
い
ま
す
。
弥
次
さ
ん
、

喜
多
さ
ん
は
江
戸
時
代
に
静
岡

市
に
生
ま
れ
た
十じ

っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ
く

返
舎
一
九
が

東
海
道
の
旅
を
面
白
お
か
し
く

描
い
た
「
東と

う
か
い
ど
う
ち
ゅ
う
ひ
ざ
く
り
げ

海
道
中
膝
栗
毛
」

に
登
場
す
る
人
物
で
す
。
旅
ブ

ー
ム
を
も
た
ら
し
た
二
人
の
活

躍
や
歌う

た
が
わ
ひ
ろ
し
げ

川
広
重
の
浮
世
絵
「
東

海
道
五
十
三
次
」
を
テ
ー
マ
に

登
場
す
る
名
所
・
名
物
を
紹
介

す
る
内
容
で
す
。

蒲
原
宿
か
ら
藤
枝
松
並
木
ま
で

　

物
語
に
は
、
静
岡
市
の
蒲
原

宿
か
ら
始
ま
り
、
富
士
を
望
む

薩さ
っ
た埵
峠
や
徳
川
家
ゆ
か
り
の
清せ

い

見け
ん
じ寺
、
歌
舞
伎
に
も
登
場
す
る

宇
津
ノ
谷
峠
、
岡
部
町
に
あ
る

大お
お
は
た
ご
か
し
ば
や

旅
籠
柏
屋
、
田
中
城
下
屋
敷
、

大
慶
寺
の
久く

お
ん遠
の
松
、
瀬
戸
の

染
飯
、
そ
し
て
上
青
島
の
東
海

道
の
松
並
木
ま
で
、
三
十
二
の

文
化
財
な
ど
が
関
連
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
?

　

認
定
の
記
念
と
し
て
概
要
が

分
か
る
「
認
定
ス
ト
ー
リ
ー
紹

介
ブ
ッ
ク
」
を
七
月
に
発
行
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
詳
し
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
開

設
、
案
内
ガ
イ
ド
の
育
成
、
小

規
模
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

な
ど
、
補
助
金
を
活
用
し
な
が

ら
整
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
認
定
が
町
に
に
ぎ
わ

い
を
生
み
、
多
く
の
人
が
地
域

を
楽
し
め
る
企
画
に
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
日
本
遺
産
」に
認
定

弥や

じ次
さ
ん
、
喜き

た多
さ
ん
駿す

ん
し
ゅ
う州
の
旅
が

飯
塚 

正
典

藤
枝
市
市
民
文
化
部

街
道
・
文
化
課
長

▲本殿

▲山門

▲本願の松

▲本殿の梁を支える邪鬼

▲弁天堂

▲弁天わらべ地蔵

　

八
月
一
日
、
焼
津
市
観

光
協
会
か
ら
焼
津
市
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
や
い
ち
ゃ
ん
」
の
ぬ
い
ぐ

る
み
が
発
売
と
な
り
ま
す
。

　
「
や
い
ち
ゃ
ん
ぬ
い
ぐ
る

み
」
は
、
高
さ
二
十
㎝
。
一

体
税
込
み
二
千
五
百
円
で

す
。
七
月
十
九
日
で
締
め
切

ら
れ
た
事
前
予
約
に
は
多

く
の
注
文
が
殺
到
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
着
せ
替
え
用

の
魚
河
岸
シ
ャ
ツ
も
別
売
り

で
税
込
み
五
百
円
で
販
売
さ

れ
ま
す
。
こ
の
シ
ャ
ツ
の
製

作
は
西
小
川
の
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
「
ハ
ッ
ピ
ー
テ

ラ
ス
」
の
小
学
生
か
ら
高
校

生
た
ち
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
贈
り
物
用
に
別
売

り
で
専
用
ケ
ー
ス
も
税
込
み

五
百
円
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
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3面志太人で紹介したパンフレットです

２０１９年は、田沼意次生誕３００年として、牧之原市では様々な催しが行われ、その流れの中で本年３月
に ｢牧之原市と田沼街道｣ が発行されました。田沼街道は、現在も志太榛原地域の主要道路として活用さ
れています。焼津では、街道跡が文化財として指定されていたり、藤枝では、青島史

し

蹟
せき

保存会が、平成７
年から１１年にかけて田沼街道を含めた青島地区の史跡の場所に石碑と案内板を設置。その他にも地域で
設置した標柱や案内板などが見受けられます。また、相良城取り壊しに際して売却されたものが寄進され
て藤枝・焼津の各所に残されています。今回は、そうした田沼意次と田沼街道の史跡を巡ります。

参考文献 代表的な参考文献は、「牧之原市と田沼街道」（田沼意次候生誕３００
年記念事業実行委員会）「青島の史蹟めぐり」（青島史蹟保存会）「田沼街道を歩く」

（藤枝市立青島南公民館）「焼津市史」、「大井川町史」など。

田沼意次と田沼街道
明和５年（１７６８）から安永９
年（１７８０）の１２年をかけた
相良城の築城にあわせて、田沼
街道は整備されました。田沼意
次が作ったという事で一般的
に田沼街道または相良街道と
呼ばれています。
田沼街道は、元 あ々った駿府か
ら遠州横須賀に通じる「下街
道」と藤枝から小山城をつなぐ「小山街道」を利用し
て、二つの街道をつなぐ道を新設し、道幅を広げて再
整備したものです。意次は、江戸に常駐する常

じょうふ

府大名
で、意次自身が田沼街道を通ったのは、安永９年に相
良城完成で訪れた帰り道１回のみとなっています。そ
の後、意次は失脚し、相良城は取り壊されました。

桜
さくらのみや

宮神社①
相良城が完成して２年後の天明２年（１７８２）に
本丸北西の城外に地の神
様として祀られた荒

こうじんしゃ

神社の
鳥居です。相良城の取り壊
しで競売され、この地に移
築されたものです。

大慶寺②
大慶寺の庫裡は天明８年（１７８８年）に相良城御
殿の破却材を岡部宿の庄屋で檀家であった遠藤甚蔵
らが730両で払い下げを受け、寺に寄進して建立され
たものです。その後、各
所の改造・修理がなさ
れていますが、太い柱や
梁
はり

・欄
らん

間
ま

等は昔のまま残っ
ています。床の間の欄間
は、鶴と波が彫られた彫
刻欄間で、権勢を誇った
田沼意次の城としての荘
厳さが伺えます。その他、
当時の技術の粋を結集し
て作られた見事な組子欄
間などがあります。

塩取橋蹟④
青木のソフトバンク藤枝北店の裏角に青島史蹟保
存会が建てた石碑と案内
板があります。吉永や静浜
で作られた塩を売る塩売り
の商人からここで税を納め
させた事からきています。

田沼街道案内板⑤
藤枝タクシーの裏の田沼街道沿いに、昭和６２年
に前島東公民館活動で建
てられた田沼街道の案内
板があります。旧小山街道
であるという説明文が記さ
れています。

田沼街道蹟⑥
田沼 2丁目のザ・ビック藤枝田沼店の駐車場角に、
平成１０年に青島史蹟保存
会が建てた石碑と案内板
があります。以前には、田
沼老人会が建てた案内板
がありました。

田沼街道蹟③
勝草橋から堤沿いの道を１１０ｍ程南下し、道が
二手に分かれたところが東
海道と田沼街道の合流点
です。平成１０年に青島史
蹟保存会が建てた石碑と
案内板があります。

旧田沼街道跡⑧
栃山川の北６０ｍ、フジエダボデー裏手には、高洲
地区郷土歴史愛好会が建て
た「旧田沼街道跡」の標

ひょう

柱
ちゅう

が建っています。田んぼの傍
らを通る昔ながらの趣のあ
る街道跡となっています。

田沼街道境橋⑨
その昔、駿河と遠江の国境が境川にあり、明治
１２年まで大井川町は遠
州榛原郡に属していました。
橋のたもとに青島史跡保
存会が建てた石碑と案内
板があります。

百
ひゃく

ヶ
か

間
ま

地
ち

田
だ

跡⑩
江戸時代中期、耕地整理の鼻祖と仰がれた河守家
３代宗太夫の子孫が建て
たもので、１０２の長方形
に区画されていました。旧
田沼街道沿い三栄薬局大
井川店近くにあります。

小山街道跡⑦
小山街道は、藤枝と吉田町の小山城を結んだ道で
した。月

つき

夜
よ

見
み

八幡神社前
には、高洲地区郷土史愛
好会が建てた標柱があり、
田沼街道に組み込まれたこ
とが説明されています。

教念寺⑬

田沼街道下
し も

瀬
せ

越
ご え

跡⑫
１５０号線西島の信号を曲がった旧田沼街道に繋
がる道沿いの角にあり、下
瀬越はここから吉田町大

おおはた

幡
方向にかなり斜めに川下方
向に浅瀬や小分流れを渡っ
ていたといわれています。

旧相良街道跡⑪
百ヶ間地田跡から南へ700ｍにある焼津市の指定
文化財です。「下街道と小
山街道をここから兵太夫新
田までの里道を利用してつ
なぎ、間幅に拡幅改良した
道」と記されています。 静岡県立
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①桜宮神社①桜宮神社

②大慶寺②大慶寺

③田沼街道蹟③田沼街道蹟

⑥田沼街道蹟⑥田沼街道蹟

⑧旧田沼街道跡⑧旧田沼街道跡

⑨田沼街道境橋⑨田沼街道境橋

⑩百ヶ間地田跡⑩百ヶ間地田跡

⑪旧相良街道跡⑪旧相良街道跡

⑫田沼街道下瀬越跡⑫田沼街道下瀬越跡

⑦小山街道跡⑦小山街道跡

④塩取橋蹟④塩取橋蹟

⑤田沼街道案内板⑤田沼街道案内板 ⑬教念寺⑬教念寺
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推定道
旧田沼街道
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志太志太のの田沼田沼意意
おきお き

次次
つぐつ ぐ

とと田沼街道田沼街道のの史跡めぐり史跡めぐり

静岡県立
藤枝東高
静岡県立
藤枝東高

静岡県立
清流館高
静岡県立
清流館高

焼津市立
総合病院
焼津市立
総合病院

静岡
福祉大学
静岡

福祉大学

焼津市立
大井川東小
焼津市立
大井川東小

焼津市立
大井川中
焼津市立
大井川中

焼津市立
和田小
焼津市立
和田小

静岡県立藤枝
特別支援学校
静岡県立藤枝
特別支援学校

焼津市立
東益津小
焼津市立
東益津小

藤枝市立
藤岡小
藤枝市立
藤岡小

静岡県立
藤枝北高
静岡県立
藤枝北高

静岡県立
焼津中央高
静岡県立
焼津中央高

静岡県立
焼津水産高
静岡県立
焼津水産高

焼津郵便局焼津郵便局

静岡県立
藤枝西高
静岡県立
藤枝西高

藤枝市立
高洲小
藤枝市立
高洲小

藤枝市立
高洲中
藤枝市立
高洲中

藤枝明誠中高藤枝明誠中高

藤枝市立大洲中藤枝市立大洲中

藤枝市立
高洲南小
藤枝市立
高洲南小

焼津さかな
センター
焼津さかな
センター

藤枝市立
広幡中
藤枝市立
広幡中

藤枝市立
広幡小
藤枝市立
広幡小
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焼津

その他  田沼の町名　普門寺など
藤枝では、かつて駅南の地区に前島栄区田沼○丁
目という地名がありました。そして、昭和４７年の
住居表示変更で、駅南の田沼街道沿いの地域が「田
沼」という地域になりました。また、瀬戸ノ谷に
ある普門寺には相良城から運ばれたといわれる古
鐘が明治初頭の廃仏毀釈までありました。

焼津の船問屋をしていた岡
部屋は、相良城本丸に祀ら
れていた地の神様である荒
神社の立派な社が壊される
のを惜しみ、社の4本の柱
と4枚の石の扉を焼津に運
びました。しかし、相良港
を出航した後、嵐に見舞わ
れ、扉1枚と4本の柱は海に
捨て、残った3枚の扉が教念
寺に寄進されたのです。扉に
は、鶴と対の獅子が彫刻さ
れています。そして、現在本
堂前の子育地蔵尊の後ろに
どっしり腰を据えています。
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，興味ある田沼関連の史跡は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 源義家 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　8月5日㊌
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

弥次さん、喜多さんの登場する本は？

　〇〇〇〇〇〇〇（7文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」「図書カード（500
円分）」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

やっとぼちぼち家族で外食とか、新生活様式対応飲み
会など、数は少ないですが出来るようになりました。読
者の皆様もおっかなビックリの外歩き、まち歩き、ショッ
ピングをされていることと思います。意識も家計も緩
みがちになってきているのを感じます。このコロナ禍
は、一年位続くと思って生活する事です。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）

むるぶの広告のご案内
　むるぶでは、広告をお手軽な価格でご提供しています。たとえば、この
広告枠は、２段１／２の大きさで、広告料金は４２,０００円となっていま
す。その他の料金は以下の通りです。制作費は別途です。

詳細は、むるぶのホームページの左側にある「むるぶ広告媒体資料」をク
リックしてご覧ください。お申し込みは、藤枝オリコミピーアール、または
共立アイコムにご相談ください。

２段 72,000円 ３段 96,000円

２段（８面） 86,000円 ３段（１面） 115,000円

３段１／２ 54,000円 全面（10月号） 240,000円

企業等のＰＲに看板を活用！
共立アイコムの看板サービス
　様々な場面で昔から屋外看板がＰＲの手段として
活用されています。古くからの宣伝スタイルですが、
一度設置したら朽ちるまでそのままという看板も見
受けられます。
　時代によってＰＲ戦略が変わるように、変わらない
ように見える看板も時代に合わせて、周期的に宣伝
スタイルを変えていく必要があります。商品パッケー
ジが変われば、変えなくてはなりませんし、新商品や
業態変革をお客様に必要な時期にインフォメーションすることは、とても大切なことです。
共立アイコムでは、サイネージによる動画や室内看板だけでなく、屋外看板も営業してい
ます。最近、自社の第二工場前の看板を新しくしましたので紹介します。



8月の休日緊急医

小児科
・

5

2日（日） 9日（日） 10日（祝） 16日（日）

〈内・小〉横山消化器内科
（焼津市下小杉）

�622･0045
〈小〉小林小児科
（前島一）
�635･2620

いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

〈内〉いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

〈内・小〉みやはら内科
クリニック（小石川町一）
�647･5670

〈内〉すみや脳神経
クリニック（本町二）
�647･5511

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

〈小〉小石川町小児科・アレルギー科・
皮ふ科クリニック（小石川町一）
�644･8800

〈内〉青島北クリニック
（瀬古二）
�647･7707

たぬま街道整形外科
（大新島）
�634･1110

〈内〉吉田クリニック
（大洲四）
�634･0006

〈内〉山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

〈内・小〉藤岡クリニック
（藤岡二）
�641･6288

〈内〉井澤内科クリニック
（本町二）
�644･5566

〈内〉花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

〈内・小〉にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

23日（日）

〈内〉サニーメディカル
クリニック（駅前二）
�641･2052

〈小〉田熊こどもクリニック
（瀬古二）
�647･5225

しまづ整形外科
（高柳二）
�634･0888

30日（日）

〈内〉岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311

〈内・小〉三倉医院
（五十海四）
�644･1235

高松整形外科
（岡出山三）
�643･2378

2日（日） 9日（日） 10日（祝） 16日（日）

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571

岡本歯科医院
（岡部町内谷）
�667･3735

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

鳥居歯科医院
（大東町）
�636･4814

むらまつファミリー
クリニック（藤枝五）
�641･5318

小澤歯科医院
（瀬古二）
�646･0775

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）

�620･6001

ひよこ歯科
（高洲）

�637･0001

23日（日）

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749
〈産・婦〉鈴木レディース
クリニック（大洲四）
�636･5511

〈泌・皮〉平井医院
（焼津市上泉）
�622･9070

〈精〉心のクリニック
（駅前一）
�644･2928

いのまた歯科医院
（仮宿）

�646･8110

30日（日）

岡本石井病院
（焼津市小川新町五）

�627･5585

岸村歯科医院
（郡）

�644･2501


